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目的 稲永ふ頭公有水面(4.9ｈａ)を整備し、一般廃棄物、しゅんせつ土砂等を受け入れます。
事業
期間

平成21～26年度

概要

整備場所：名古屋市港区潮凪町地先
内容・規模：一般廃棄物及びしゅんせつ土砂等の処分場整備に係る埋立護岸整備（4.9ha）
総事業費：57億円
事業手法：補助事業

根拠
法令等

社会資本整備重点計画法
公有水面埋立法
名古屋港港湾計画

事業着手時点の
評価

稲永ふ頭に廃棄物埋立護岸を整備することにより、一般廃棄物10万㎥、しゅんせつ土砂等
30万㎥を受け入れることが出来ます。

実施
義務   　　 有         無

24年度の
実施予定

埋立免許取得（平成24年8月1日）に伴い護岸整備を行う予定です。
関連
シート

24年度に実施した
内容･結果

廃棄物埋立護岸の整備を行いました。

コスト（年度） 単位 20（実績） 21（実績） 22（実績） 23（実績） 24（実績見込） 備考（款項目、算出方法等）

総事業費　計 千円 3,700
千円

千円

（款項目）
歳出：
建設費/整備費/環境整備費/役務費
建設費/整備費/環境整備費/委託料
企画調整費/調査費/企画調査費/委託料
(算出計算式）
本組合への補助割合は、100分の30.3
（その他）
22年度事業費は、21年度の繰越分46,300千円を含みます。
24年度当初予算のうち571,126千円は繰り越して、25年度に実
施する予定です。人件費は平成21年度まで名管事業費に含ま
れ、22年度以降は、事業費の対象外となっています。
事業費については最終確定額ではありません。

52,405 13,000 1,867,017

565,7061,121 14,568 0

事業会計

1,301,3112,579 37,837 13,000

人員費相当額　計 千円 0 5,513 22,498 6,624

43,350 35,498 1,307,935

0.00

正規職員 人

嘱託職員 人

0.00 0.65 2.61 0.76

合計（国費除く） 千円 2,579

24 最終目標活動・成果　指標 年度 20 21 26 備考（指標の算定方法）

0.9 0.8 0.2 42.8

22 23

0.1 0.9 0.2

（累計）100 事業進捗率（目標・実績）は、総事業費を
100とした事業費（当初予算額）の割合で
す。
各年度の達成率は、決算額（実績）÷当初
予算額（目標）×100で算出しています。

33.0

77.1

34.2

引き続き、計画通り事業を進めていきます。

達成率、事業進捗
率の補足説明

磁気探査の結果、地中障害物及び異常点が確認され、調査とその対応に期間を要したため、事業の一部を25年度に実施する
ことになりました。

個別施策評価結果による
今後の取り組みの方向性

事務事業 成果 コスト 判断理由

継続

1.0

11.1

0.1

個別施策評価結果を踏まえた来年度以降の取り組み

計画通り順調に取り組む必要があるため。

1.2

112.5 100.0
事業進捗率（％）

目標

実績

達成率(累計％）

達成率(単年度％）

0.00 0.00 0.00

年度

国費
補助

名
管

一般会計

事務事業シート 対象事業年度 平成 24

計画 事業化 事業 管理

事務事業の段階

一般事務事業 建設整備事業


